
（第三種郵便物認可）　 日　中　文　化　交　流 �　　　No.716  2006. 3. 23　　（90）

二
十
一
世
紀
最
初
の
年
、

協
会
に
と
っ
て
創
立
四
十
五

周
年
そ
し
て
前
代
未
聞
、
驚

天
動
地
の
年
と
な
る
。
五
月

十
七
日
、
日
中
文
化
交
流
協

会
代
表
団
団
長
と
し
て
中
国

訪
問
中
の
團
伊
玖
磨
会
長
が

蘇
州
で
急
逝
。
氏
は
協
会
の
草
創
期
か
ら
長

年
に
わ
た
り
中
国
へ
の
愛
着
と
熱
意
を
も
っ

て
友
好
と
文
化
交
流
の
発
展
に
尽
力
、
会
長

と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
活
動
中
の
こ
と
だ
っ
た
。

團
会
長
を
失
っ
た
協
会
は
当
面
、
会
長
の
任

務
を
各
代
表
理
事
す
な
わ
ち
�
山
辰
雄
、
水

上
勉
、
松
尾
敏
男
、
森
塚
敏
、
伊
藤
京
子
、

北
村
和
夫
、
辻
井
喬
、
中
村
芝
翫
、
野
村
浩

一
、
篠
田
正
浩
、
�
井
千
次
、
白
土
吾
夫
の

諸
氏
が
分
担
す
る
合
議
制
と
し
、
悲
し
み
を

力
に
変
え
て
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
に

小
泉
内
閣
が
成
立
。
小
泉
首
相
は
八
月
十
三

日
に
靖
国
神
社
を
参
拝
、
内
外
の
批
判
を
浴

び
る
。
教
科
書
検
定
や
李
登
輝
訪
日
な
ど
原

則
に
ふ
れ
る
問
題
で
陰
り
の
見
え
出
し
た
日

中
関
係
、
特
に
政
府
間
関
係
の
悪
化
に
、
拍

車
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。
九
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
。
米

国
主
導
の
反
テ
ロ
軍
事
行
動
が
始
ま
る
。
中

国
は
こ
の
年
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）

に
加
盟
。
〇
八
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地

が
北
京
に
決
ま
る
。

〈
二
〇
〇
一
年
の
主
な
交
流
〉

◎
１
月　

北
京
・
人
民
大
会
堂
で
日
中
民
間

十
七
団
体
に
よ
る
「
新
世
紀
の
日
中
民
間
友

好
宣
言
」
発
表
大
会
、
佐
藤
純
子
専
務
理
事
、

横
川
健
常
任
理
事
事
務
局
長
が
出
席
。

◎
２
月　

信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
友
好
訪
中
団
（
窪

島
誠
一
郎
団
長
）
訪
中
。

◎
４
月　

日
本
書
道
界
囲
碁
愛
好
者
訪
中
団

（
大
井
錦
亭
団
長
、
高
際
翠
邦
副
団
長
、
村
貫

方
南
、
千
葉
軒
岳
、
南
八
郎
、
田
中
廣
悦
、

中
野
暁
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
本
音
楽
家
訪
中

団
（
伊
藤
京
子
団
長
、
中
山
欽
吾
、
倉
田
澄

子
、
中
村
透
、
原
信
之
秘
書
の
諸
氏
）
訪
中
。

日
本
邦
楽
家
友
好
交
流
訪
中
団
（
青
木
鈴
慕

団
長
、
鳥
居
名
美
野
副
団
長
、
佐
薙
岡
豊
、

山
崎
和
男
、
佐
野
奈
三
江
ら
の
諸
氏
）
訪
中
。

中
国
作
家
代
表
団
（
鉄
凝
団
長
、
阿
来
、
楊

廷
玉
、
李
小
雨
、
陳
喜
儒
の
諸
氏
）来
日
。
中

国
映
画
「
山
の
郵
便
配
達
」
が
九
月
ま
で
ロ

ン
グ
ラ
ン
に
、
当
協
会
が
協
力
。

◎
５
月　

日
本
中
部
文
化
界
訪
中
団
（
大
島

宏
彦
団
長
、
大
島
貴
美
代
、
磯
村
巌
顧
問
、

磯
村
智
恵
子
、
野
田
泰
弘
、
佐
藤
卓
男
、
横

川
健
秘
書
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
中
文
化
交
流

協
会
代
表
団
（
團
伊
玖
磨
団
長
、
中
村
芝
翫
、

中
村
雅
子
、
利
根
川
裕
、
佐
藤
純
子
、
齋
藤

真
希
子
の
諸
氏
）
訪
中
、
五
月
十
七
日
團
伊

玖
磨
会
長
が
蘇
州
で
急
逝
、
十
八
日
、
御
遺

体
、
遺
族
ら
と
と
も
に
帰
国
。
富
山
県
歌
人

友
好
訪
中
団
（
梅
沢
直
正
名
誉
団
長
、
久
泉

迪
雄
団
長
、
米
田
憲
三
副
団
長
、
柴
垣
光
郎
、

江
沼
半
夏
両
総
務
、
佐
藤
祥
子
秘
書
長
）
一

行
十
九
名
訪
中
。
北
京
で
の
当
協
会
創
立
四

十
五
周
年
・
国
立
中
国
交
響
楽
団
創
立
四
十

五
周
年
記
念
「
團
伊
玖
磨
作
品
音
楽
会
」
に

團
伊
玖
磨
作
品
北
京
公
演
参
加
友
好
訪
中
団

（
辻
井
喬
団
長
、
團
紀
彦
副
団
長
、
佐
藤
純
子

秘
書
長
、
横
川
健
副
秘
書
長
、
足
立
さ
つ
き
、

多
賀
敏
夫
、
蔵
隆
司
、
八
木
正
行
、
桜
井
健

二
、
佐
藤
静
恵
秘
書
、
中
村
順
子
秘
書
の
諸

氏
）
参
加
。

◎
７
月　

当
協
会
な
ど
日
中
友
好
六
団
体
が

陳
健
大
使
歓
送
昼
食
会
、
�
井
千
次
代
表
理

事
が
出
席
。
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
代
表

団
（
陳
昊
蘇
団
長
、
呉
瑞
鈞
秘
書
長
、
張
軍
、

閻
炳
武
、
袁
敏
道
、
董
振
華
の
諸
氏
）
と
中

国
文
学
芸
術
界
連
合
会
代
表
団
（
高
運
甲
団

長
、
劉
大
為
、
阿
古
拉
、
朱
砂
、
趙
平
、
邵

2001年

協会主催の「團伊玖磨会長
を偲ぶ会」を東京で開催、
篠田正浩代表理事は「日中
間にどんな困難が有っても
交流を絶やしてはならな
い、という團会長の遺志を
受け継ぎ、その発展に尽力
したい」と遺影の前であい
さつを述べた ――����年�月�

��日　東京・ホテルニューオータニ

御遺族の到着を待つ團伊玖磨団長の御遺体
の前で、協会代表団の中村芝翫（後中）、中
村雅子（前中）、利根川裕（後左二）、佐藤純
子（後右二）、齋藤真希子（後左一）の諸氏。
張学蘇州市対外友協副会長（後右一）、洪軍
（前右）と北京から一行に同行の袁敏道（前
左）の諸氏 ――����年�月��日　蘇州

追悼の心を込めた見事な演奏で聴衆の感動
を呼んだ北京での「團伊玖磨作品音楽会」。
「夕鶴」のアリアを歌う足立さつき氏 

――����年�月��日　北京・中山公園音楽堂
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志
軍
の
諸
氏
）
が
来
日
し
、
東
京
で
当
協
会

主
催
の
「
團
伊
玖
磨
会
長
を
偲
ぶ
会
」
に
出

席
。

◎
８
月　

日
本
少
年
野
球
選
手
団
（
谷
井
一

団
長
）
訪
中
。

◎
９
月　

日
本
演
劇
家
訪
中
団
（
佐
々
木
愛

団
長
、
八
木
昌
子
、
古
城
十
忍
、
阿
部
敦
子
、

原
信
之
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
本
美
術
家
訪
中

団
（
絹
谷
幸
二
団
長
、
陰
里
鐵
郎
、
奥
岡
茂

雄
、
八
木
幾
朗
、
小
暮
貴
代
の
諸
氏
）
訪
中
。

◎　

月　

上
海
市
文
学
芸
術
界
連
合
会
代
表

10
団
（
呉
貽
弓
団
長
、
洪
紐
一
、
毛
国
倫
、
余

震
、
胡
暁
軍
の
諸
氏
）
来
日
。
中
国
出
版
代

表
団
（
楊
徳
炎
団
長
、
呉
尚
之
、
黄
国
均
、

�

書
秋
、
任
裕
湛
、
馮
建
新
の
諸
氏
）
来
日
。

日
本
文
化
界
囲
碁
訪
中
団
（
伊
藤
礼
団
長
、

伊
藤
啓
子
、
前
野
昭
吉
、
村
上
昭
春
、
斎
藤

宜
郎
、
山
田
史
生
、
入
村
泰
山
、
大
門
武
二
、

小
阪
裕
二
秘
書
ら
の
諸
氏
）
訪
中
。

◎　

月　

日
中
文
化
交
流
協
会
代
表
団
（
入

11
江
観
団
長
、
鈴
木
隆
顧
問
、
辺
見
じ
ゅ
ん
、

久
間
十
義
、
中
野
暁
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
中

文
化
交
流
協
会
代
表
団
（
松
尾
敏
男
団
長
、

松
尾
愛
、
横
川
健
秘
書
長
、
滝
田
裕
介
、
加

藤
幸
嗣
、
永
井
和
子
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
本

「 

峰
岳
風
会
」
吟
道
友
好
訪
中
団
（
福
田�

岳
団
長
、
福
田�

岳
、
久
野
正
憲
両
副
団
長
、

原
信
之
秘
書
長
）
一
行
二
十
九
名
訪
中
。

作
曲
家
と
し
て
生
涯
の
総
決
算
と

な
る
日
本
音
楽
史
上
初
の
試
み
�
Ｄ

Ａ
Ｎ　

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
二
〇
〇
〇
�、『
ア

サ
ヒ
グ
ラ
フ
』に
連
載
三
十
六
年
、休

刊
と
と
も
に
終
止
符
を
打
っ
た
名
随
筆
「
パ

イ
プ
の
け
む
り
」、
音
楽
監
督
と
し
て
十
二

年
間
続
い
た
�
駅
コ
ン
�
終
了
、
和
子
夫
人

の
急
逝
…
…
、
團
会
長
逝
去
の
前
年
は
、
な

ぜ
か
お
わ
り

�

�

�

に
縁
が
あ
っ
た
。
逝
去
の
二
週

間
後
に
は
み
ず
か
ら
指
揮
す
る
北
京
の
「
團

伊
玖
磨
作
品
音
楽
会
」
が
控
え
て
い
た
し
、

さ
ら
に
氏
の
作
品
・
オ
ペ
ラ
「
ち
ゃ
ん
ち
き
」

の
北
京
公
演
も
協
会
が
翌
年
の
国
交
正
常
化

三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
具
体
的
な
準
備

を
進
め
て
い
た
。
團
会
長
の
急
逝
は
、
青
天

の
霹
靂
だ
っ
た
。
蘇
州
市
・
第
二
人
民
病
院

で
氏
の
最
期
を
看
取
っ
た
佐
藤
純
子
専
務
理

事
も
協
会
事
務
局
に
入
っ
て
四
十
余
年
来
、

こ
れ
ほ
ど
の
衝
撃
に
出
会
っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
つ
い
一
時
間
半
前
ま
で
談
笑
し
て
い

た
氏
の
急
逝
、途
方
に
暮
れ
る
状
況
の
中
で
、

日
中
双
方
あ
ら
ゆ
る
関
係
部
局
を
動
か
し
、

御
遺
体
を
荼
毘
に
付
さ
ず
一
刻
も
早
く
日
本

へ
帰
す
と
い
う
こ
と
で
、
故
人
に
は
申
し
訳

な
い
が
悲
し
ん
で
い
る
ゆ
と
り
は
無
か
っ
た

と
い
う
。
翌
日
夜
、
御
遺
体
が
横
須
賀
の
自

宅
に
戻
れ
た
の
は
、
團
会
長
の
遺
徳
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
悲
し
み
は
遅
れ
て
や
っ

て
来
る
。
遅
れ
た
分
、
い
や
そ
れ
以
上
に
大

き
い
悲
し
み
が
、
歩
ん
だ
日
々
の
鮮
や
か
な

記
憶
と
と
も
に
押
し
寄
せ
る
。
中
国
、
そ
し

て
広
く
ア
ジ
ア
の
人
々
と
の
友
好
を
築
き
得

る
氏
の
歴
史
感
覚
と
芸
術
的
直
感
は
、
協
会

を
導
く
に
あ
た
っ
て
誤
る
こ
と
な
く
、
常
に

若
々
し
く
活
動
的
だ
っ
た
。
と
は
言
え
、
す

で
に
喜
寿
で
あ
る
。
大
好
き
な
中
国
、
水
の

都
蘇
州
で
の
急
逝
は
自
身
の
美
学
の
な
せ
る

わ
ざ
か
。
氏
も
ま
た
余
人
を
も
っ
て
替
え
難

い
、
協
会
の
歴
史
に
一
期
を
画
し
た
名
会
長

だ
っ
た
。

 

（
九
十
九
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中国作家代表団の鉄凝団長（右）から中国新
世代の文学事情を聞く（左へ）�井千次代表
理事、辻井喬顧問

――����年�月��日　東京・歓迎パーティー

松
尾
敏
男
団
長（
左
二
）の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
霍
去
病
墓
で
漢
代
の
石
彫
を
見
る
滝

田
裕
介（
左
一
）、
永
井
和
子（
左
三
）、
松

尾
愛
夫
人（
左
四
）ら
協
会
代
表
団
一
行

―
―
二
〇
〇
一
年
十
一
月
十
八
日　

西
安

日
本
演
劇
家
訪
中
団
を
率
い
て
訪
中
、

昆
劇
研
究
家
の
王
蘊
明
秘
書
長（
右
）に

最
近
の
舞
台
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る

佐
々
木
愛
団
長

―
―
二
〇
〇
一
年
九
月
二
十
日　

北
京

中国人民対外友好協会主催の宴会で陳永昌副
会長（中）の歓迎を受ける大島宏彦団長（左）、
磯村巌顧問 ――����年�月�日　北京・釣魚台国賓館
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正
常
化
三
十
周
年
を
迎
え

て
「
日
本
年
・
中
国
年
」
が

相
互
に
設
定
さ
れ
、
多
く
の

記
念
事
業
が
行
な
わ
れ
た
。

協
会
も
全
力
を
挙
げ
て
、
多

く
の
相
互
往
来
は
も
と
よ
り

日
中
書
道
交
流
展
、
北
京
で

の
栗
原
小
巻
映
画
祭
、
北
京
、
上
海
で
の
日

中
作
家
会
議
、故
團
会
長
作
曲
の
オ
ペ
ラ「
ち

ゃ
ん
ち
き
」
北
京
公
演
な
ど
多
彩
な
交
流
を

繰
り
広
げ
た
。
そ
の
中
で
白
土
吾
夫
代
表
理

事
専
務
理
事
が
中
国
文
化
省
の
「
文
化
交
流

貢
献
奨
」
を
受
賞
、
九
七
年
に
創
設
さ
れ
た

同
賞
の
第
一
回
受
賞
者
は
故
團
会
長
で
あ
り
、

そ
れ
に
続
く
受
賞
と
し
て
嬉
し
い
こ
と
だ
っ

た
。
日
中
関
係
は
四
月
、
李
鵬
全
人
代
委
員

長
が
来
日
し
た
が
、
帰
国
直
後
に
小
泉
首
相

が
再
び
靖
国
神
社
参
拝
、
瀋
陽
総
領
事
館
事

件
な
ど
、依
然
と
し
て
暗
雲
が
漂
っ
て
い
た
。

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
日
韓
大
会
、「
日
朝
平
壌
宣

言
」
も
こ
の
年
。
中
国
で
は
胡
錦
濤
氏
が
党

総
書
記
に
就
任
。

〈
二
〇
〇
二
年
の
主
な
交
流
〉

◎
１
月　

北
京
で
「
日
中
民
間
友
好
団
体
代

表
者
会
議
」
開
催
。
佐
藤
純
子
専
務
理
事
、

横
川
健
常
務
理
事
が
出
席
。
江
沢
民
主
席
が

会
見
。
ア
ピ
ー
ル
発
表
。

◎
３
月　

中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
代
表
団

（
王
蒙
団
長
、
崔
瑞
芳
、
呉
瑞
鈞
秘
書
長
、
崔

建
飛
、
粱
林
冲
の
諸
氏
）
来
日
。
日
本
書
道

界
囲
碁
愛
好
者
訪
中
団
（
大
井
錦
亭
団
長
、

高
際
翠
邦
副
団
長
）
訪
中
。

◎
４
月　
「
日
本
に
お
け
る
中
国
文
化
年
」

開
幕
式
記
念
行
事
に
孫
家
正
文
化
相
が
当
協

会
と
外
務
省
の
招
き
で
来
日
、
記
念
講
演
会

「
二
十
一
世
紀
の
日
中
文
化
交
流
（
講
師
・
孫

家
正
文
化
相
、
栗
原
小
巻
常
任
理
事
）」
開

催
、
当
協
会
と
日
本
経
済
新
聞
社
の
主
催
。

日
中
友
好
七
団
体
が
李
鵬
委
員
長
歓
迎
午
餐

会
、
辻
井
喬
代
表
理
事
、
栗
原
常
任
理
事
ら

が
出
席
。「
栗
原
小
巻
映
画
作
品
展
」代
表
団

（
栗
原
小
巻
団
長
、
栗
原
美
知
、
木
村
美
智
子

秘
書
長
、
品
田
雄
吉
、
三
好
京
三
、
佐
々
木

京
子
、
原
信
之
の
諸
氏
）
が
訪
中
し
、
北
京

で
「
栗
原
小
巻
映
画
作
品
展
」
に
出
席
。

◎
５
月　

東
京
で
「
團
伊
玖
磨
追
憶
の
会
」。

◎
６
月　

日
中
文
化
交
流
協
会
代
表
団
（
森

塚
敏
団
長
、
藤
村
貴
彦
、
星
忠
伸
、
住
田
素

子
、
齋
藤
真
希
子
の
諸
氏
）
訪
中
。
上
海
市

人
民
対
外
友
好
協
会
代
表
団（
王
安
憶
団
長
、

王
宏
喜
、
潘
宝
珠
、
李
永
萍
、
張
雪
蓮
の
諸

氏
）
来
日
。

◎
７
月　
「
日
中
書
道
家
作
品
交
流
展
」東
京

で
開
幕
、
当
協
会
、
毎
日
新
聞
社
、
毎
日
書

道
会
、
中
国
書
法
家
協
会
の
主
催
、
開
幕
式

に
中
国
書
法
家
協
会
代
表
団
（
沈
鵬
団
長
）

来
日
。
写
真
家
の
稲
越
功
一
氏
訪
中
。

◎
８
月　

團
紀
彦
氏
一
家
が
訪
中
。
宋
代
文

化
考
察
訪
中
団
（
千
葉�

団
長
、
田
所
竹
彦

副
団
長
、
佐
藤
祥
子
秘
書
長
、
土
井
庄
一
郎
、

吉
田
寅
、吉
田
八
重
子
、芦
澤
美
佐
子
、佐
々

木
正
彦
、
土
肥
義
和
、
土
肥
祐
子
、
堀
田
裕

人
、
渡
辺
紘
良
、
浅
井
克
男
、
山
下
明
、
岩

切
誠
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
本
「
新
疆
曲
芸
鑑

賞
」
訪
中
団
（
吉
川
周
平
団
長
、
中
野
暁
秘

書
長
）
一
行
九
名
訪
中
。

◎
９
月　

日
本
出
版
訪
中
団（
平
田
直
団
長
・

中
山
書
店
社
長
、
田
中
久
米
四
郎
電
気
書
院

社
長
、
新
谷
滋
記
工
業
調
査
会
常
務
、
吉
松

啓
視
森
北
出
版
部
長
、
朝
倉
誠
造
朝
倉
書
店

部
長
、
佐
藤
祥
子
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
本
作

家
訪
中
団
（
辻
井
喬
団
長
、
�
井
千
次
副
団

長
、
横
川
健
秘
書
長
、
秋
山
駿
、
�
井
有
一
、

財
部
鳥
子
、
坂
上
弘
、
稲
葉
眞
弓
、
松
本
侑

子
の
諸
氏
）
訪
中
、
北
京
と
上
海
で「
日
中
作

家
会
議
」に
出
席
。日
中
文
化
交
流
協
会
代
表

団
（
加
藤
周
一
団
長
、
矢
島
翠
、
藤
原
智
子
、

樋
口
陽
一
、
佐
藤
純
子
、
長
野
微
ば
る
り
の

諸
氏
）
訪
中
、
北
京
で
国
交
正
常
化
三
十
周

年
記
念
祝
賀
会
に
出
席
。
白
土
吾
夫
代
表
理

事
、「
文
化
交
流
貢
献
奨
」受
賞
。

2002年
協
会
と
外
務
省
の
招
き
で
来
日
し
た
孫

家
正
文
化
相（
右
手
前
）は
、
團
伊
玖
磨

会
長
の
墓
前
で
自
作
の
追
悼
詩
を
朗
読

し
た
。（
左
か
ら
）團
紀
彦
、
團
飛
鳥
、
團

遥
香
、
足
立
さ
つ
き
、
佐
藤
純
子
、
李

景
和
、
張
愛
平
の
諸
氏

―
―
二
〇
〇
二
年
四
月
三
日　

東
京
・
護
国
寺

記念館として公開されている梅蘭芳の旧居で、女形の
芸を継ぐ子息梅保玖氏（右三）の歓迎を受ける日本伝統
芸術家訪中団の中村芝翫団長（右四）、中村雅子（左
三）、常磐津英寿（右一）、鈴木シゲ子（右二）、坂本治子
（左二）、成瀬浩子（左一）の諸氏 ――����年��月��日　北京

團伊玖磨作曲オペラ「ちゃんちき」北京公演のカーテ
ンコール。拍手の嵐に応える（右から）鵜木絵里、勝部
太、崔岩光、山口俊彦、天田美佐子の諸氏。後方は中
国歌劇舞劇院の合唱団 ――����年��月��日　北京・保利劇院
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◎　

月　
「
日
中
書
道
家
作
品
交
流
展
」北
京

10
展
開
催
、
開
幕
・
祝
賀
会
に
毎
日
新
聞
社
の

斎
藤
明
社
長
、
毎
日
書
道
会
の
稲
村
雲
洞
、

大
井
錦
亭
、
大
野
篁
軒
、
大
平
山
濤
、
金
子

卓
義
、
岸
本
太
郎
、
小
林
抱
牛
、
寺
田
健
一
、

管
野
清
峯
、
野
口
白
汀
、
船
本
芳
雲
、
吉
田

成
堂
、
渡
辺
寒
�
、
石
飛
博
光
、
内
山
玲
子
、

神
郡
愛
竹
、
大
楽
華
雪
、
辻
元
大
雲
、
寺
井

朴
堂
、
中
村
龍
雲
ら
の
諸
氏
、
当
協
会
の
佐

藤
純
子
、
中
野
暁
の
諸
氏
な
ど
四
百
余
名
が

訪
中
。
日
中
経
済
人
囲
碁
対
局
を
上
海
で
開

催
（
主
催
・
中
国
囲
棋
協
会
、
当
協
会
、
日

本
経
済
新
聞
社
）、
対
局
・
前
夜
祭
参
加
等
で

鶴
田
卓
彦
、
伊
藤
潔
、
小
船
井
良
夫
、
神
林

章
夫
、
木
村
健
一
、
後
藤
克
彦
、
小
松
健
男
、

下
野
譲
、
清
木
邦
夫
、
竹
野
巖
、
利
光
松
男
、

中
嶋
敏
朗
、
林
耕
芳
、
山
下
和
彦
、
渡
辺
泉
、

渡
辺
淳
一
、
浅
川
吉
男
、
奥
濱
孝
二
、
小
西

和
子
、
鈴
木
隆
、
清
木
美
睦
子
、
中
村
喜
久

美
、
波
岡
實
、
西
山
英
煕
、
山
縣
睦
子
の
諸

氏
が
訪
中
。
日
本
伝
統
芸
術
家
訪
中
団
（
中

村
芝
翫
団
長
、
中
村
雅
子
、
常
磐
津
英
寿
、

鈴
木
シ
ゲ
子
、
坂
本
治
子
、
成
瀬
浩
子
、
佐

藤
祥
子
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
本
東
北
文
化
界

訪
中
団
（
一
力
一
夫
団
長
、
一
力
博
子
、
菅

原
萬
、
渡
辺
雄
彦
、
後
藤
隆
道
、
原
信
之
の

諸
氏
）
訪
中
。

◎　

月　

オ
ペ
ラ
「
ち
ゃ
ん
ち
き
」
訪
中
公

11
演
団
（
辻
井
喬
団
長
、
堤
麻
子
夫
人
、
服
部

眞
司
、
服
部
順
子
夫
人
、
三
善
清
達
、
團
紀

彦
各
顧
問
、
佐
藤
純
子
総
務
、
指
揮
・
佐
藤

功
太
郎
、
演
出
・
小
田
健
也
、
ソ
リ
ス
ト
・

勝
部
太
、
鵜
木
絵
里
、
崔
岩
光
、
山
口
俊
彦
、

天
田
美
佐
子
、
ス
タ
ッ
フ
・
岡
島
茂
夫
、
吉

井
澄
雄
、
緒
方
規
矩
子
、
西
田
堯
、
小
栗
哲

家
ら
の
諸
氏
）
総
勢
六
十
名
が
訪
中
し
、
保

利
劇
院
で
オ
ペ
ラ
「
ち
ゃ
ん
ち
き
」
を
公
演
。

故
東
山
魁
夷
代
表
理
事
夫
人
東
山
す
み
氏
が

東
山
画
伯
の
リ
ト
グ
ラ
フ
五
十
点
を
対
外
友

協
へ
寄
贈
、
対
外
友
協
は
「
東
山
魁
夷
石
版

画
作
品
展
」
開
催
、
贈
呈
式
と
同
展
開
幕
に
、

東
山
す
み
夫
人
一
行
（
東
山
す
み
、
吉
井
長

三
、
木
村
美
智
子
、
谷
岡
清
、
佐
々
木
徹
、

斎
藤
進
、
長
野
微
ば
る
り
の
諸
氏
）
と
日
本

経
済
新
聞
社
代
表
団
（
島
田
昌
幸
、
阿
部
彰

良
、
椛
島
裕
一
の
諸
氏
）
訪
中
、
同
展
に
「
春

暁
」（
七
二
年
、
田
中
角
栄
首
相
が
毛
沢
東
主

席
に
贈
っ
た
東
山
氏
の
作
品
）を
特
別
出
品
。

中
国
音
楽
家
代
表
団
（
傅
庚
辰
団
長
、呂
遠
、

徐
宝
玉
、劉
光
宇
、劉
暁
音
の
諸
氏
）
来
日
。

中
国
演
劇
家
代
表
団（
余
笑
予
団
長
、韓
新
民
、

程
世
鑑
、劉
華
容
、李
華
藝
の
諸
氏
）
来
日
。

国
交
正
常
化
三
十
周
年
、
月
並
み

だ
が
、
正
常
化
の
年
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
が
三
十
歳
、
さ
す
れ
ば
正
常
化

が
成
っ
た
歴
史
的
瞬
間
に
お
と
な
と

し
て
居
合
わ
せ
た
人
は
、
今
や
概
ね
五
十
歳

以
上
、
四
十
代
の
人
は
当
時
概
ね
学
生
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
中
国
も
同
じ
だ
。
時
が
経

つ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
間
、
日

中
関
係
は
発
展
し
た
だ
ろ
う
か
。
双
方
の
往

来
人
数
、
貿
易
額
な
ど
は
年
毎
の
具
体
的
な

数
字
で
す
ぐ
に
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
文

化
交
流
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
双
方
の
文
化

に
携
わ
る
人
々
が
往
来
を
重
ね
、
友
人
と
な

り
、
心
を
通
わ
せ
る
、
長
い
時
間
を
見
通
し

た
営
為
が
核
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
協
会

が
創
立
以
来
、
文
化
各
界
の
代
表
団
の
往
来

を
交
流
事
業
の
中
心
に
据
え
て
い
る
の
も
そ

の
た
め
で
あ
る
。
日
中
双
方
の
古
く
か
ら
の

友
人
・
老
朋
友
が
、
絶
え
ず
新
し
い
友
人
を

紹
介
し
、
世
代
を
継
い
で
生
ま
れ
育
つ
強
固

な
友
好
の
広
が
り
と
持
続
こ
そ
文
化
交
流
の

発
展
で
あ
る
。
相
互
理
解
の
程
度
は
数
字
に

で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
両
国
関
係
の
密
度
に

反
映
さ
れ
る
。
協
会
は
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
息
の
長
い
�
老
朋
友
�

の
役
割
を
存
分
に
果
た
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
九
十
九
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日中作家会議が北京と上海で開かれ、辻井喬団長（前左三）、
�井千次副団長（前右四）ら一行九名の日本作家訪中団が参
加した。�友梅氏（前左四）ら北京の作家諸氏との記念撮影

――����年�月��日　中国作家協会ホール

奇妙な凸目銅面具の出土で
有名な三星堆遺跡の博物館
を参観する協会代表団の加
藤周一団長（右二）、矢島翠
（左二）、藤原智子（右一）、
樋口陽一（左一）の諸氏
――����年�月��日　四川省広漢市

「
東
山
魁
夷
石
版
画
作
品
展
」
が
華
や
か

に
開
幕
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
直
後
、

（
左
か
ら
）劉
徳
有
元
文
化
省
次
官
、
東
山

す
み
夫
人
、
林
林
中
日
友
協
副
会
長
、
辻

井
喬
代
表
理
事
、
宮
家
邦
彦
公
使
の
諸
氏

―
―
二
〇
〇
二
年
十
一
月
十
一
日　
北
京
・
対
外
友
協
友
誼
館


